
平成２５年６月２０日（木）　～　２１日（金）

集合　８時３０分　名古屋駅前　バスにて移動

あいち産業科学技術総合センター

懇親会　（自由参加・別途費用がかかります）

9:30～10:30　  太陽化学の機能性食品素材について
　　　　　　　      ニュートリション事業部　研究開発　大久保勉氏
10:30～11:00　 フルーツ工場見学
11:00～11:30 　コロナ工場（粉体加工及びマイクロ波加工）見学
11:30～12:10　 昼食（当社社員食堂） ※自慢のビュッフェスタイル

太陽化学株式会社　南部工場　（三重県四日市市山田町800番）

２
０
日

八丁味噌の郷　カクキュー　（愛知県岡崎市八帖町往還通６９）

同センターは、中枢的な技術支援機関として、製品の高品質化、製造工程の効率化のための
研究開発や、新素材・新製品の開発、更にはバイオテクノロジー、及び殺菌・保存技術などの
取り組みを見学。

食品工業技術センター　　（名古屋市西区新福寺町2丁目1番の１）

　15:30　　センター概要説明
　16:05　　センター施設概要
　　　　　　　１F　センター技術移転製品の紹介
　　　　　　　３F　微生物育種室（遺伝子関係の仕事しているところ）
　　　　　　　２F　官能審査室　　／　製造講習室
　　　　　　　別棟　酒類試作室など
　16:40　　質疑応答

日　　時　：

集合場所  ：

参 加 費  ：

　　岩元睦夫　先生

(社)農林水産・食品産業技術振興協会　 参与
同行講師：

名古屋駅　前　　＜お申込後詳細をお知らせいたします。＞
　　２０日　８時３０分出発　／　　２１日　　９時出発

一人２日間　２万円　（バス代・資料代・お昼含む／宿泊は各自お願いします）
　食品ニューテクノロジー研究会企業　２名様無料　追加の場合はご相談ください。

　今回の現地見学会は、愛知県及び三重県の食品企業４社及びあいち科学技術総合センター食品工業技術セン
ターで実施いたします。中京地域には我が国を代表とする多様な業種の食品企業が数多く存在し、両県だけで
もその出荷額は全国の約８％に及びます。また愛知県食品工業技術センターは公設試験研究機関としては全国
で有数の陣容を有し、多くの実績を誇ります。それぞれの見学先では、最新の技術開発や製造施設の状況につ
いて見聞を広め、また八丁味噌の製造現場では我が国が世界に誇る発酵技術の原点を学ぶことができます。

八丁味噌の郷の資料館は、伝統的な味噌造りの方法を目に見える形で伝えている展示室で
す。江戸時代の味噌屋の経営状態を知ることができる史料や、八丁味噌の研究概要など、岡
崎ならではの“八丁味噌”について見ます。

食品ニューテクノロジー研究会 ‘13年6月例会



集合　９時　名古屋駅前　バスにて移動

＜昼　　食＞

申込書　－ ＦＡＸ ０３－３４５９－４６５４

〒

部署／役職

E-mail

TEL／FAX

〇印をつけてください　　　　□参加　　　　　　□不参加　　　　　　□検討中

☆ 二日間の見学会になります。（いろいろと対応します。お問い合わせください。）

☆ ご宿泊について、各自のご手配でお願いいたします。（ご相談はお受けいたします）

☆ お申込は６月１４日までにお願いいたします。

＜集合場所＞

２０日８時２０分～　　２１日８時５０分～　　名古屋駅前　Aバース（予定）

「名鉄観光バス」の大型バスでお待ちしております。

＜懇親会について＞

会場　：　PRIVATE DINING 点（TOMORU）名古屋太閤口店
　　愛知県名古屋市中村区椿町15-2 ミタニビル8F　tel052-459-7881

　　おひとり　４，５００円（予定）

会社名

住所

お名前

懇親会

（愛知県北名古屋市熊之庄十二社６６－３）
２
１
日

キユーピー株式会社　挙母工場

10:00～10:15　概要説明
10:15～10:30　マヨネーズが出来るまで。工場見学
10:30～10:50　工場見学　事故防止システム等
10:55～　　　 質疑応答　／　試食（サラダ）

ポッカサッポロフード＆ビバレッジ株式会社

14:00～14:30　中央研究所の研究員からナノバブルについての講演
14:45～15:15　名古屋工場からの工場説明
15:15～15:45　名古屋工場見学（一般見学ルート）とナノバブル装置の見学
16:00～16:30　質疑応答

2013年１月、ポッカコーポレーションとサッポロ飲料は経営統合し、ポッカサッポロフード＆ビバ
レッジとしてあらたなスタートを切りました。
見学していただく当社名古屋工場は、1963年に竣工した飲料及び食品の製造工場です。「アロ
マックス」をはじめ「キレートレモン」などの各種飲料と、「ポッカレモン」「じっくりコトコトスープ」な
どの食品を製造しています。毎分1,200缶以上を製造する高速充填機や脱酸素製法の設備が
備えられています。

日本食糧新聞社 （食品ニューテクノロジー研究会）中山

〒105-0003 東京都港区西新橋２－２１－２ 第一南桜ビル７階
TEL０３－３４３２－４６６４ FAX０３－３４５９－４６５４ 携帯０９０－３１４６－７９９５

お問い合わせ先：


